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研究成果の概要（和文）：新校本底本とすべき西本願寺本複製翻刻の文字の再確認と誤脱訂正を続け『校本萬葉集』等
にないヲコト点・返点・合符等の校異も他の古写本にも試みた。古写本中仙覚新点本の青色書入の他に他本との校合を
示す朱・赭筆書入のある京都大学曼朱院本の原本調査を終了した。また次点本で平安中後期写本で極めて年代古く極め
て歌数多く校異も朱の他赭筆書入の多く価値高い元暦校本の調査も東京国立博物館のご助力頂き開始出来た。また萬葉
歌を分類再編した古葉略類聚鈔の調査は進めたが平安末期書写の類聚古集の調査も始めたい。五代簡要等歌学書、古今
和歌六帖等撰集、契沖等萬葉研究も続けて進めたい。

研究成果の概要（英文）：The newrevised synthetic text of “MANYOUSHU”-“Nishihonganji-bon MANYOUSHU”. 
Continued to confirm and correct the misses and try to differ among codices of “okoto-ten” 
“kaeri-ten” and “go-fu” marks which were not taken yet by “Kohon-MANYOUSHU” etc , finished the 
research of “Kyotodaigaku , Manshuin-bon MANYOUSHU” which has blue letters entry of “Sengaku-bon” and 
red and red-black letters among other codices.
Research “Genryaku-kohon” which is very old and largest among the “Jiten-bon” and has many red and 
red-black letters, opened from vol.1 and 2 by support of Tokyo National Museum. And research of 
“Koyoryakuruijusho” was reclassificated “MANYOUSHU” poems was forwarded, and wish to research 
“Ruijukoshu” which was written in late Heian ages also. Anthologies-“Kokinwaka-rokujou” etc, 
"Godaikanyo"and studies on “MANYOUSHU”-Fujiwara Syunzei, Teika, and Keichu etc, must be continued.

研究分野：人文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
(1)戦前、佐佐木信綱氏中心に萬葉集の古写本
の複製が多く出されて来たが、戦後も盛んに
出、また自らも神宮文庫本と西本願寺本普及
版制作に当り、その重要性を感じた。 
 
(2)同じく佐佐木信綱氏中心に『校本萬葉集』
が刊行され、その増補版・新増補版が追補さ
れたが、古写本の原本調査の結果と必ずしも
一致せず、また同一歌も数度数冊を確かめる
必要から一度でなるべく引く校本作成の必
要を感じた。 
 
２．研究の目的 
 
(1)萬葉集の古写本に今一度実見して諸本の
異同を確認すること、またより正確な校本を
作成する必要を感じた。 
 
(2)校本の底本として『校本萬葉集』が寛永版
本を使用することはその後戦前まで研究の
底本として使用されて来た意義を持つが、現
在は全巻完備して最古の西本願寺本が使用
されているのでこれを底本とする意義があ
ると考えた。 
 
３．研究の方法 
 
(1)各古写本の実態に直接触れて、従来の調査
を更に行うこと。 
 
(2)『校本萬葉集』の記述また諸注釈書類やそ
の転写本なども参考にすること。 
 
４．研究成果 
 
(1)新校本の底本となる西本願寺本の翻刻の
見直しは随時行ない、訂正版を作成(2006)し
たが、その後十数カ所指摘して来ている。 
 
(2)西本願寺本系の田中本の調査校異(2007)
に次ぎ同系阿野本の調査を始めたが、原本に
よる再確認が残されている。 
 
(3)新点本の調査は略終っているが、その中で
他本との校合書入の多い京都大学曼朱院旧
蔵本について朱、青、特に赭、別青書入の調
査と『校本萬葉集』記述の確認訂正（623ヵ
所）が終った。 
 
(4)次点本中、平安後期で古く歌数も極めて多

い元暦校本の調査が東京国立博物館のご協
力を頂き始められ、巻一上と巻二の調査を行
ない、『校本萬葉集』に記述のない赭書入等
（32ヵ所）を発見し、引続き以下の各巻の調
査を続けたく希望している。 
 
(4)補記  元暦校本調査 
 
巻一上・巻二調査の成果は次の通りである。 
 
①巻一上 
１オ３ハ―朱書ノ上ニ第一画ノミ墨重書。 
ウ１幸―右肩ニ字高ヲ下ゲル朱符。 
２ウ１（赭）文―左ニ朱「天」。 
３オ３藤―右肩ヨリ「御」マデ下ゲル朱符。 
５過以下ヲ「柿」以下ト上下入換ノ朱符。 
７幸―右肩ヨリ「國」マデ下ゲル朱符。 
ウ２幸―右肩ヨリ「野宮」マデ下ゲル朱符。 
４オ３藤―右肩ヨリ「御」マデ下ゲル朱符。 
７幸―右肩ヨリ「御」マデ下ゲル朱符。 
ウ２幸―右肩ヨリ「野宮」マデ下ゲル朱符。 
４オ３藤―右肩ヨリ「御」マデ下ゲル朱符。 
７幸―右肩ヨリ「國」マデ下ゲル朱符。 
ウ２幸―右肩ヨリ「阿」マデ下ゲル朱符。 
５オ１従―右肩ヨリ「香」マデ下ゲル朱符。 
２御井歌―別筆。 
３大―右肩ヨリ「年」マデ下ゲル朱符。 
ウ２首―右傍朱線。 
４慶―右肩ヨリ「三」マデ下ゲル朱符。 

６オ３ム―赭ノ上ニ墨重書。 
５太―右肩ヨリ「天」マデ下ゲル朱符。 
６大―右肩ヨリ「天皇」マデ下ゲル朱符。 
ウ３大―右肩ヨリ「皇」マデ下ゲル朱符。 
クオ２三―右肩ヨリ「庚戌」マデ下ゲル朱符。 
５五―右肩ヨリ「子」マデ下ゲル朱符。 
７寧―右肩ヨリ「宮」マデ下ゲル朱符。 

８ウ１能―上部原字不明、重書訂。 
12 ウ３焉ィ―別筆カ。 
15 オ１つ―左朱「ニ」。 
16 オ４秋―左下赭「山」。 
17 ウ３載―左赭「裁或本作之」。 
19 ウ３左朱「ヲミノオホキミ」本文右ニ移ス 
朱符。 

 
②巻二 
25 ウ１ワタリ―「リ」右傍赭書入アリ。「タ」
カ「カ」カ。 

 
(5)古版本中活字無訓本は大英図書館でも嘗
て閲覧したが、内閣文庫等にあり、希少とい
われる活字附訓本につき東京大学図書館鷗
外文庫で調査を始めた。 
 
(6)類纂本では古葉略類聚鈔は索引も済んで
いるが、類聚古集は索引も出ており、原本調



査が準備中の段階である。 
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